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§１．研究成果の概要 

 

ASE Coding を搭載したプロセッサを開発するため、RISCV の命令セットを採用し、そのプロセッ

サアーキテクチャを開発した。このプロセッサにより制御される周辺回路として ASE Coding を搭載

した SoCに Jet Stream SoC と命名し、その開発を行った。また、次世代の ASE Coding として、ユニ

バーサルなエントロピー符号化が可能なアルゴリズムの検証をソフトウェアで行っている。コンパクト

で高速なハードウェアを実装でき、圧縮効率が高くなる手法を発見するために、圧縮手順の改良と

性能を左右するパラメタの明確化を行っている。本研究課題に関連する研究として、ストリームデ

ータ圧縮技術の IoT応用を見据えた、ADPCM (Adaptive Differential Pulse Code Modulation)を映

像のリアルタイム圧縮技術の開発、DNN (Deep Neural Network)によって推論することによって、最

適な圧縮アルゴリズムを適用できる新しい圧縮方式の開発、IoT アプリケーションに向けた人の動

きが成功することを、その動きの直前での姿勢から予測する新たな統計手法の開発の 3 つの研究

成果を公表した。 
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